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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

工業規格である。これによって，JIS C 2814-1:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 

JIS C 2814 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 2814-1 第 1 部：通則 

JIS C 2814-2-1 第 2-1 部：ねじ形締付式接続器具の個別要求事項 

JIS C 2814-2-2 第 2-2 部：ねじなし形締付式接続器具の個別要求事項 

JIS C 2814-2-3 第 2-3 部：絶縁貫通形締付式接続器具の個別要求事項 

JIS C 2814-2-4 第 2-4 部：ねじ込み形接続器具の個別要求事項 
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家庭用及びこれに類する用途の低電圧用接続器具－ 
第 1 部：通則 

Connecting devices for low-voltage circuits for household and similar 
purposes-Part 1: General requirements 

 
序文 

この規格は，2002 年に第 2 版として発行された IEC 60998-1 を基とし，我が国の配電事情に適応させる

ため，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施している箇所は，対応国際規格にはない事項である。変更の一覧表に

その説明を付けて，附属書 JB に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，定格電圧が 1 000 V 以下で周波数が 1 000 Hz 以下の交流，又は 1 500 V 以下の直流で，断

面積が 0.2 mm2以上 35 mm2以下の非可とう導体（単線又はより線）又は可とう導体（JIS C 3664，IEC 60344

又は関連する JIS に従うもの）を 2 本以上接続するための家庭用及び類似の用途に使用する接続器具単体

について規定する。 

注記 1 関連する JIS に従うものを除き，0.5 mm2よりも低い定格接続容量は IEC 60344 に，0.5 mm2

以上の定格接続容量は JIS C 3664 に準拠する。 

注記 2 “非可とう導体”には，“単線”及び“より線”（“同心より線”及び“円形圧縮より線”）の

両方が含まれる。また，“可とう導体”とは“集合より線”を示す（附属書 JA 参照）。 

注記 3 対応国際規格では，AWG 導体用端子が適用範囲に含まれているが，AWG 導体については，

この規格では参考として扱うため適用範囲から除外した。mm2 と AWG サイズとの関係につ

いては，附属書 B に示す。 

注記 4 関連する JIS とは，6.2 に示すタイプ 2 の標準定格接続容量を規定している電線関連の JIS で

ある。 

ねじ込み形接続器具用及び絶縁貫通形締付式接続器具用以外の特殊工具の使用を必要とする接続器具に

は，この規格を適用しない。 

この規格は，次に示す個別要求事項を規定する JIS C 2814-2 の規格群（以下，第 2 部という。）とともに

用いる通則である。 

－ ねじ形締付式接続器具 (JIS C 2814-2-1) 

－ ねじなし形締付式接続器具 (JIS C 2814-2-2) 

－ 絶縁貫通形締付式接続器具 (JIS C 2814-2-3) 

－ ねじ込み形接続器具 (JIS C 2814-2-4) 

－ ［接続ボックス (JIS C 2814-2-5) を削除した。］ 


